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所救地付近 にっぃては 、ゴヒ部 、面部ぁまヽみ
｀
市部の二方向にご口い靖1‐

層水|ス ■が見られるが′it下 水力l用 からみると 、当敷地 内くヽは軒

層地下水のような水脈 を得 ることは困難kヽ あり、第二薦■層内に
'帯

水する
'呆
層地下フK七千ll用 する以

`卜

に手段 めなぃ二とが半1明 した ク

なか、上記の断尾破砕帯は新第二承■中新せに生成 したと思メ″フれ

るこヽの■ヽ 、非活動形でぁり、.女金上なんらFpq題 はない。

{4)ま 一リンケ孔 による場水試験

楊氷試 J食 は第3図 のように 、β一す子L伝 楊水井ヒし、これ仁十

心 としてタイ回の観双|1井 t設け、くれ てヽた白記氷ィ主記録計を設置じ

た。揚 水丼、観測井 とミじ深 さは夕′θπ 、 帯永層におけるストレ
ーナめ口径は 7ノ ηっ2で お`る。自然フKィ立は1セ表下 /J.ノ れ 、揚水

量は 」ノ/″ん で _定に保 つように した 。

昭和 字θ年′月 /7日 ノ/時 す´かに揚 水な開始 し、 3月 22

日 /2時揚水 をイテ上 し、′ 月2ζ 日まで永枝 回復を預1た した 。

揚水による水イ主低下量および
'水
住回復 と時 F.8と の関係 |ま 、第率

|コ ～第 ′図1の とお` りである。

″)透フk量 係数 と貯 瞥係数

揚フK試験 にイ史用 した公式は「 野満 gんぁι の非平着

式Jヒ「 ″鶴け の方法 Jで ぁる。

野満
`後
αん の非平衡式

丁 二     |〃 ζた〕

2-2



断面積1 4 1 . lθ
ご74→  |(・/4)

Z― g、  E一
`[断
面め1ヒ下フK tt■重ォ量

′ 」′71 //7x/′

′ アメ′ l gθ ″ノx/′

|

aニ ハ。v
ご安シ易ん )

′,′7X/θ
~′

| ア∫」x/ιf`7

:/・ 75ス /θ
―∂

∫

　

　

一

寸ヽ
一“一 ィ′∠6

|

ズ′′/〃 |

|

|

以上め局書1的 な測定
`t果
(、 当発電所敷地全般の地

‐
卜水賦

た量を推定すること|ま 困難であるが、前記う場月く式議馬果な

とを勘案すると、全敷すLJ′ ′τクユ` (第 /′ 国参照D内 の

渫層地下アk流動量は駒こ′′′～ ク,′ ´′丁/ルッ と思われ

く⊃ ク

ィメ) び絶

結果を要K勺 すると次め

深層地下水 の帯71t層 は地表面下まり

7′ η・ にあたる石九岩層と燿tわ れる。

ようになる 。

/ノ θ～ 25′ 夕2の 厚き

つ 一 Q
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″)敷地内の断層士ヒ下水脈 |ま RFl待■きない。

rc)救 地 内の 平 均 二 水 量 係 数 は 率.ソ 2X/´
髯 ″%4、 平 均 興ヤ

響係数は ク.77X/′
~夕  でスる。

〆)深 井,こ Eltt J θ
"れ
、深さ 2夕′烈 )/本 当りの場水

可有L量 はフk直イ虫下在 /2.」 π´ヒして とク Z/2′ 丁/Zぁ争 程

友である .

(`)深井戸の拍三影響と塩水の
'た

人を考慮に入れらと、丼戸間

隔は メ′′η2」以上 Lす ることムノ漆妥 Qあ るυ

(f)全敦セ内の深層地 下フK)た動 量は駒 ∂′′′′～ ダ′′′レ為争

である L俎。こされる。
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深貯 島水試験
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口爵場 メくの場 ィ缶ト

なお`、場 水式城豆賀象|す現J口表纏 め中ぎある 、

ご♪ 親時意 |■ おけるん 粟着ぅひ
｀

「
准 え

五【までにこくヰレた采キタぼル、/牛 、ル、マ♯、″″う、゙十.ん、
クキのイ十ごある 。これ

・
らの末+ヌ 1■ つ、ヽて、

② 形2♪‐♯ぼノ広 /丼  ん、ミ)十 、形、″♯ y潤重住 (1場舞誓)が｀なぃ。
O /形、/牛 .形2゛ +、 ル、マ♯ |さ相互 |■ 百重ノ比がある 二と が輌1輛 レた .

♭たがし て、肩菫にグ)ぁ る深キタ lこ つ、、てlξ 単広場永式段の外 t■

日時楊水式貫 な美た して各サ の場水登を大にする子興で
｀
ある。
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